
第３号様式（第７条関係） 

 

ＳＤＧｓおおたゴールドスカイパートナー宣言書 

 

(宛先)大田区長 

 

私たちは、ＳＤＧｓの内容を理解し、以下のとおり、大田区とともにＳＤＧｓの推進に取

り組むことを宣言します。 

 

＜宣言日＞2025 年 5 月 30 日 

事業者情報 

事業者名 株式会社トコシエ 

代表者 職・氏名 
職名 代表取締役 

氏名 渡辺龍徳 

ホームページ URL（任意） https://birtht.xyz/ 

事業者ロゴ（任意） 

 

事業者としての 2030 年のあるべき姿 

・多軸×コンベア型 3D プリンターの量産体制を確立し、国内外で年間 1,000 台規模の提

供を実現。 

・AI による設計〜造形支援サービス（造形プロフェッショナル AI）を正式リリースし、

世界 5 カ国以上で展開。 

・オンライン製造プラットフォームを通じて、年間 10 万件以上のオンデマンド製造を実

行。 

・中小製造業への DX 支援実績 100 社以上、大田区内でも 5 社以上と連携。 

・材料廃棄率ゼロ・輸送削減率 30％を達成し、環境負荷の低減に寄与。 

・国内外の教育機関 10 校以上と連携し、次世代人材育成と教育支援を継続。 

・製造業における SDGs 貢献モデルとして認知される企業となる。 

これまでに取り組んでいる・これから取り組みたいＳＤＧｓ17のゴール・目標（複数選択可） 

（これまでに取り組んでいるゴール・目標：○ これから取り組みたいゴール・目標：●）  

      

      



      

 ○ ○   ○ 

     

 

○      

目標の達成に向けた重点的な取組内容等 

分野 

(該当分野に 

チェック) 

(複数選択可) 

ＳＤＧｓゴール

(メイン・サブ)

の数字を記入 

（複数記入可） 

目標の達成に向けた重点的な取組 

①  

経済 ✓ 【メイン】 

9 

【サブ】 

8 

・日本初の多軸×コンベア型 3D プリンターを自社開

発し、製造業の生産性向上と技術革新に貢献。 

・中小製造業や教育機関と連携し、デジタルものづく

り環境の普及と人材育成を推進。 

社会 ✓ 

環境 ☐ 

②  

経済 ✓ 【メイン】 

12 

【サブ】 

9、13 

・必要なときに必要な分だけ造形できるオンデマンド

製造で在庫廃棄を削減。 

・長距離輸送を不要にする分散型製造ネットワークを

構築し、CO₂排出の抑制に取り組む。 

社会 ☐ 

環境 ✓ 

③  

経済 ☐ 【メイン】 

13 

【サブ】 

12 

・AI による造形最適化技術を活用し、使用材料とエネ

ルギーを削減。 

・次世代人材に向けた環境配慮型製造教育を、学校や

研究機関と協働して実施。 

社会 ✓ 

環境 ✓ 

 

進捗報告 

 進捗状況（１年目） 進捗状況（２年目） 進捗状況（３年目） 

①  

・AI 設計支援システム

「Ignite0」のβ版を公開

し、製造業における設計業

務のデジタル化を推進し

た。 

・米国アクセラレータープ

ログラム「Techstars Tokyo 

  



2025」に採択され、技術開

発および事業化を推進し

た。 

②  

・AI 設計支援システム

「Ignite0」の開発を進め、

設計から製造までをデジタ

ル化するオンデマンド製造

基盤の構築を推進した。 

・3D プリント技術を活用

した必要量のみを生産する

製造手法の普及に取り組ん

だ。 

  

③  

・東京大学との共同研究を

開始し、AI 設計支援および

分散型デジタル製造による

環境負荷低減に関する研究

開発を推進した。 

・AIによる設計最適化技術

の研究開発を進め、材料使

用量や試作回数の削減によ

る持続可能なものづくりに

取り組んだ。 

  

 


